
古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

【座間市のお知らせ】 

10.15
広報 №770 市の人口●127,793人 

世　帯　数●51,891世帯 
（平成18年９月１日現在） 

●協働まちづくり条例骨子案 
　　  パブリックコメントの結果（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●個人住民税が変わります（4・5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●新しい市議会役員・助役の紹介（8面） 

北・東地区文化センターでは、1年間の芸術・文化活動の成果を
発表する「地区文化祭」を開催します。当日は、両センターで活動
するサークルや団体による催しや展示のほか、各種模擬店も出店し
ますので、皆さんお誘い合わせの上ご来場ください。
担当 北地区文化センター　�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター　�046（253）0781 �046（253）0789

区　分 

催し物 

展　示 

と　　き 内　　　　容 

10月27日（金） 
午前９時～午後９時 

婦人の体操、洋裁ファッションショー、
ナイトコンサート 

10月28日（土） 
午前９時～午後９時 

民族舞踊、太極拳、合唱、おはなし会、
社交ダンス 

10月29日（日） 
午前９時～午後４時 

子どもの体操、合唱、筝曲、弦楽アンサ
ンブル、民踊、人形劇、クラフト 

10月27日（金）～29日（日） 
午前９時～午後４時 

俳句、短歌、川柳、詩、絵画、版画、彫
塑、書道、写真、手工芸、生け花 

区　分 

催し物 

展　示 

と　　き 内　　　　容 

10月27日（金） 
午前９時30分～午後８時 

健康体操、エアロビクス、自きょう術、
カラオケ大会、ジャズコンサート、お茶
会、手すきはがき実演・販売 

10月28日（土） 
午前９時～午後９時30分 

和太鼓、手話、女声合唱、太極拳、健康体操、
男声合唱、社交ダンスパーティー、はた織
り体験、学習相談、廃油石けん配布 

10月29日（日） 
午前９時30分～午後３時 

気功、フォークダンス、ウクレレ、女声
合唱、はた織り体験 

10月27日（金）～29日（日） 
午前９時～午後４時 

俳句、短歌、川柳、詩、絵画、版画、彫塑、書道、
写真、手工芸、団体・サークル活動発表 

北地区文化センター 

東地区文化センター 

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
学
習
や
文

化
・
芸
術
活
動
な
ど
を
発
表
す
る
催
し
と
し
て
、北
・
東
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
新
た
な
活
動
を
始
め

る
た
め
の
き
っ
か
け
の
場
と
し
て
、
毎
年
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
こ

れ
ら
の
催
し
は
、
舞
台
で
の
発
表
や
芸
術
作
品
の
展
示
、
料
理
サ
ー

ク
ル
な
ど
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
を
会
場
に
、
市
内
の

小
学
校
に
通
う
児
童
た
ち
の
作
品
を
展
示
す
る
児
童
文
化
展
や
、
市

民
芸
術
祭
・
市
民
音
楽
祭
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
秋
、
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
催
し
会
場
に
足
を

運
ん
で
、
芸
術
や
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

秋も深まる中、いよいよ市民芸術祭が開催されます。11月上旬に開催される内
容は下表のとおりです。皆さんお誘い合わせの上、ご来場ください。

◆市民芸術祭

◆市民音楽祭演奏の部
音楽でめぐるドナウ紀行～モーツァルト生誕250年を祝って

○と き　11月３日（金）開場午後０時15分、開演午後０時45分
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）大ホール
○内 容　市演奏家連盟による演奏

第一部：モーツァルト・プログラム
第二部：ドナウ紀行
第三部：アンサンブルの楽しみ

○入 場　自由
担当 生涯学習推進課　�046（252）8476 �046（252）4311

○と き　10月21日（土）午後
１時～５時、22日（日）午前
９時～午後２時

○ところ　青少年センター
○内 容　同センター利用サー
クルによる展示（書道、絵画、
ちぎり絵、七宝焼き、生け花ほか）、同セン
ター利用サークルによる発表（武道、音楽、
ダンス、人形劇、コーラスほか）、模擬店
（22日のみ）
○入 場　自由
※駐車場が狭いので、徒歩や自転車などでお越
しください。
担当 青少年センター

�046（253）8411 �046（259）2163

○と き　11月
２日（木）～
５日（日）午
前９時～午後
５時（５日は
午後４時ま
で）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内 容　市内小学校児童による、
絵画、工作、書道作品の展示

○入 場　自由
担当 生涯学習推進課

�046（252）8476 �046（252）4311

・
てん

・
てん

展
てん

（サークル発表会） 市児童文化展



本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

今
年
も
、
ほ
ぼ
同
人
数
が
タ

ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
や
、
�
昔
な

が
ら
の
遊
び
�
を
楽
し
ん
だ
。

同
会
の
設
立
目
的
は
、
子

ど
も
が
自
然
の
中
で
自
分
の

や
り
た
い
遊
び
を
、
自
由
に
、

伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
場
、
つ

ま
り
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
座
間

に
作
る
こ
と
。

こ
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク
で

は
、
既
存
の
遊
具
も
、
禁
止

事
項
も
な
い
。「
大
人
が
ル

ー
ル
を
決
め
て
や
る
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
同
士
で
ル
ー

ル
を
作
っ
て
や
る
」（
嶋
村

会
長
）
こ
と
に
よ
り
、
自
立

性
、
発
想
力
を
身
に
着
け
さ
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�
自
分
の
責
任
で
自
由
に

遊
ぼ
う
�
を
モ
ッ
ト
ー
に
結

成
さ
れ
た
「
座
間
に
プ
レ
イ

パ
ー
ク
を
作
る
会
」（
嶋
村
貴

啓
会
長
）。
昨
年
、
テ
ス
ト

的
に
芹
沢
公
園
で
遊
び
の
場

を
設
け
た
と
こ
ろ
、
約
三
百

人
も
の
親
子
が
集
ま
っ
た
。

座
間
に
遊
び
の
場
を

ぼくの家を建築中

せ
よ
う
と
い
う
も
の
。
自
分

の
力
で
工
夫
し
な
が
ら
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

最
近
の
子
供
は
協
調
性
や

思
い
や
り
な
ど
に
欠
け
て
い

る
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
し
た

こ
と
も
、
年
齢
や
体
力
の
違

う
子
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
と
違
っ
た
感

覚
を
吸
収
し
な
が
ら
、
自
然

に
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
回
開
か
れ
た
こ
の
遊
び

の
集
い
、
単
発
的
な
イ
ベ
ン

ト
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
の

が
同
会
の
意
向
。
嶋
村
会
長

は
言
う
「
五
年
後
ぐ
ら
い
に

は
座
間
に
常
設
の
プ
レ
イ
パ

ー
ク
が
で
き
て
、
そ
こ
に
行

け
ば
い
つ
で
も
好
き
に
遊
べ

る
よ
う
に
し
た
い
。
こ
の
活

動
に
賛
同
す
る
人
が
い
た

ら
、
協
力
し
て
欲
し
い
で
す

ね
」
と
。

【
連
絡
先
】
�
０
９
０（
２
６

５
６
）２
９
４
３
（
田
坂
）

７月１日から31日まで、「協働まちづくり条例骨子案」に対
する意見を募集したところ、７人の方から26件の意見や提案
をいただきました。このたび、寄せられた意見や提案の概要
とそれに対する考え方をまとめ、市ホームページに掲載しま
した。また、各出張所やコミュニティセンターでも閲覧でき
るようにしましたので、ぜひご覧ください。
なお、座間市市民参加まちづくり条例策定懇話会では、市

民の皆さんからいただいた貴重な意見や提案を踏まえ「提言
書」をまとめ、市長に提出する予定です。
担当 協働まちづくり課

�046（252）8237 �046（255）3550

中小企業退職金共済制度は、退職金制度を持つことが困難な中小企業であっても、
従業員に大企業並みの退職金を支払うことができるようにすることを目的に、法律
で定められた安全な社外積み立て型の退職金制度です。
まだ未加入の事業所は、ぜひ加入をご検討ください。

・掛け金を納めるだけで手軽に退職金制度を設けることができます。
・掛け金の一部を国と市が一定期間補助します。
・掛け金は税法上、全額損金および必要経費として非課税になります。
・パートの方も月額2000円から加入できます。

・資本金３億円以下または、従業員300人以下の中小企業事業主
○問い合わせ先　中小企業退職金共済事業本部相談コーナー �03（3436）4351
担当 商工観光課　�046（252）7604 �046（255）3550

【市内在住者】
○申込方法　往復はがきの往信用裏面に教室名、保育希望の有・無、氏名（フ
リガナ）、年齢（学年）、住所、電話番号、親子体操の申し込みまたは保育希
望者は子どもの氏名・年齢を、返信用表面に住所、氏名、郵便番号を記入の
上、10月29日（日）までの消印で〒228-0011相武台１－5971スカイアリーナ
座間スポーツ事業班あて郵送（多数抽選：抽選結果は11月中旬に通知）

※申し込みは、はがき１枚につき一人とします。
※エアロビクスおよびビギナーエアロビクスは受講希望者が多いため、申し込
みは一人につきいずれかの１教室とします。
※フィットネスヨガは受講希望者が多いため、申し込みは一人につきＡ班・Ｂ
班どちらか１教室とします。

※保育は、対象が２歳以上の未就学児で、定員が各20人（多数抽選）、保育料が一人1500円です。 

教　室　名 
親子体操 

エアロビクス 
 
 
 

バドミントン総合 
健康体操 
気　功 

トランポリン 

ビギナー 
エアロビクス 

フィットネス 
ヨガ 

夜間 
Ａ班 
Ｂ班 

Ａ班 
Ｂ班 

１月10日～３月14日毎週水曜日（全10回） 
１月10日～３月14日毎週水曜日（全10回） 
１月10日～３月14日毎週水曜日（全10回） 
 
 
１月11日～３月15日毎週木曜日（全10回） 
１月12日～３月16日毎週金曜日（全10回） 
１月12日～３月16日毎週金曜日（全10回） 
１月16日～３月27日毎週火曜日（全10回） 
　※２月13日を除く 
１月27日～３月３日毎週土曜日（全５回） 
　※２月10日を除く 

１月11日～３月15日毎週木曜日（全10回） 

午前10時～11時30分 
午前10時～11時 
午後７時～８時 

午前９時25分～10時25分 
午前10時50分～11時50分 
午前９時45分～11時45分 
午前10時～11時30分 
午前10時～11時30分 
午前10時～11時30分 
午後１時～２時30分 

　 
午前10時～11時30分 

対　　　　象 
３歳以上の未就学児と保護者 

18歳以上 
 

18歳以上 
 

18歳以上 
18歳以上 
18歳以上 

　 
18歳以上 
 

小学生 

定　員 
32組 
100人 
 

各100人 
 

60人 
70人 
60人 
　 
各60人 
 

30人 

受講料 
5000円 
4000円 
 

各4000円 
 

6000円 
4500円 
4500円 
　 

各4000円 
 

2500円 

保育 
○ 
○ 
× 
　 
○ 
 
× 
× 
× 
　 
× 
 
× 

と　　　き　（平成19年） 

特　徴

対　象

中小企業退職金共済制度にご加入を 中小企業退職金共済制度にご加入を 
協働まちづくり条例骨子案にご意見・ご提案 
　ありがとうございました！ 
～パブリックコメント実施結果 

【市外在住者】
○申込方法　11月15日（水）から申し込み受け付け。午前９時30分から午後５
時までに受講料を添え直接窓口へ（電話予約可。ただし１週間以内に窓口で
手続きを）。市内在住者のみで定員に達した教室はキャンセル待ちになります。

担当 市民体育館 �046（255）0077 �046（255）1188

市では、市民の皆さんに座間市国民保護計画素案につ
いての意見を募集します。市国民保護計画は、平成16年
９月に施行された「国民保護法」に基づき、武力攻撃事
態などから、市民の皆さんの生命、身体、財産を保護し、
武力攻撃による生活や経済に及ぼす影響が最小限になる
ようにすることを目的とし、有事における市民の皆さん
の避難や救援方法、事前に備えておくべき物資や必要な
訓練などを取り決めるものです。今回は、座間市国民保
護協議会に諮問し作成した素案に対して、市民の皆さん
から広く意見を求めます。素案は、市役所１階市民情報
コーナー、２階安全対策課、各出張所窓口に備えてある
ほか、市ホームページでも閲覧できます。また、それぞ
れの場所で意見の記入と提出もできます。
なお、意見に対する個別の回答はしませんが、集まっ

た意見の概要と意見に対する市の考え方をまとめ、市ホ
ームページなどで公表させていただきます。
○意見の提出方法
件名「座間市国民保護計画素案について」と住所・氏名

（在勤者にあっては事業所名・所在地）を明記し、下記提
出先に郵送、ファクス、電子メールで提出または持参
※意見については簡潔に記載してください。
○提出先
〒228-8566市役所安全対策課 �046（252）7773
電子メール kokumin@city.zama.kanagawa.jp
○提出期限 10月30日（月）（当日消印有効）
※意見を提出できるのは、市内在住・在勤・在学者に限
ります。
※電話での意見は、受け付けできません。
※この案件以外の意見は、受け付けません。
担当 安全対策課 �046（252）7395 �046（252）7773



▽受付時間＝午後１時15分～２時15分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝３カ月～７歳６カ
月未満（なるべく１歳６カ月までに）※指定日厳守

広報ざま【座間市のお知らせ】No.770 平成18年（2006年）10月15日３

保 予 保健医療課 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

予ポリオ（急性灰白髄炎）
▽とき＝10月20日（金）、23日（月）午後１時15分～
２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝平成18年７月生まれ（対象者には個人
通知をします）

▽とき＝11月13日（月）午前９時30分～９時45分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着30人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ、
コップ▽申込方法＝電話予約

▽とき＝11月１日（水）▽ところ＝市公民館▽申込方
法＝10月24日（火）までに電話予約

▽とき＝11月９日（木）
午前９時30分～10時30分
受け付け▽ところ＝北地
区文化センター▽内容＝
身体測定、尿検査、血圧
測定、体脂肪測定と相談
▽持ち物＝健康手帳▽申
込方法＝直接会場へ
※１カ月以内に禁煙を始
めたい方は、禁煙相談も併せて実施しています（希望
者は要電話予約）。

▽ところ＝市役所１階保健医
療課▽内容＝食事療法や健康
全般についての栄養士・保健
師による相談▽持ち物＝健康
手帳（お持ちでない方には当
日発行）▽申込方法＝電話予
約

検診 対　象 受付時間 料金 

胃 

大腸 

1000円 

500円 

　　40歳以上 
（平成18年 
４月１日現在） 

午前８時45分～11時 

対　象 
と　　き 

８月生まれ 
７月生まれ 

５・８月生まれ 
１月生まれ 
２月生まれ 

 
10月18日（水） 
 
10月26日（木） 
10月30日（月） 

10月16日（月） 
10月19日（木） 
 
10月27日（金） 
10月31日（火） 

10月25日（水） 

１日～15日生まれ 16日～末日生まれ 

予BCG接種

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

保胃・大腸がん検診

保健康相談

保個別健康相談

健康なまちづくり 
コーナー 

健康なまちづくり 
コーナー 

市では、介護保険法におけ
る要介護状態区分４または５
と認定された65歳以上の高齢
者を、基準日（申請日の属す
る月の３カ月前の初日）まで
１年以上継続して在宅で介護している介護者に、
１世帯につき年額10万円の介護手当を支給します
ので、次の要件をすべて満たしている場合は担当
に申請してください。
【支給要件】
・要介護者が、基準日からさかのぼって1年間の
うち入院期間が90日を超えないこと

・要介護者が、基準日において過去１年間、介護
サービス（年間７日以内のショートステイの利
用を除く）を受けなかったこと

・要介護者および支給対象者の世帯全員が、地方
税法の規定による市民税非課税世帯であること

・支給対象者が、要介護者を主として介護してい
ること

・支給対象者が、要介護者と生計を同じくしてい
ること

・要介護者および支給対象者が申請日において、
市内に１年以上居住していること

担当 長寿介護課
�046（252）7127 �046（252）8238

○と　き　12月３日（日）午前９時開会（午前８時
～８時50分受け付け）
※小雨決行（予備日12月10日（日））

○集合場所　栗原遊水地テニスコート（車は市役
所駐車場に。徒歩５分）

○種目（対象） ①ファミリーコース＝1.5キロメ
ートル（小学生低学年、一般）②ひまわりコー
ス＝２キロメートル（小学生高学年、一般）③
チャンピオンコース＝３キロメートル（中学生
以上）

○スタート時間　①午前９時
30分②午前10時③午前10時
30分

○参加資格　小学生以上の市
内在住・在勤・在学者

○定　員　1000人（先着順）
○申込方法　所定の用紙に必要事項を記入の上、11
月17日（金）までに〒228-8566市教育委員会スポ
ーツ課内「市民健康マラソン大会実行委員会事
務局」あて郵送または持参（各出張所、市公民
館、北・東地区文化センターにも提出可）

※中止などの問い合わせは、当日午前６時30分から
７時30分までに電話で担当へ。競技終了後には、温
かいうどん（無料）を用意しています。
担当 スポーツ課

�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　11月15日（水）午後１時30分～３時
○ところ　市民健康センター
○内　容　医師による肝炎などの肝臓病
についての講話

○対　象　40歳以上
○定　員　60人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、健康手帳（お持ち
でない方には当日発行します）

○申込方法　11月14日（火）までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

「WE LOVE ZAMA！」に合
わせた健康体操を指導します。当
日は、この体操を考案した元ＮＨ
Ｋテレビ体操出演者の藤元直美さ
んを講師に迎えます。皆さんもこ
の健康体操で運動習慣を身に付け
て、日ごろの健康づくりに役立て
ましょう。
○と　き　11月11日（土）午前９
時30分～11時30分

○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）1階中
体育室

○定　員　60人（先着順）

○参加費　無料
○持ち物　上履き、タオル、筆記用具、飲み物
○申込方法　11月10日（金）までに直接または電話、
ファクス、電子メールで、住所、氏名、年齢、電
話番号を担当へ

※定員に満たない場合は、当日も受け付けます。
※健康体操のマニュアルビデオを200円で健康づく
り課または各出張所で販売しています。また当日、
受付でも販売します。
担当 健康づくり課

�046（252）7995 �046（255）3550
電子メール healthy@city.zama.kanagawa.jp

○と　き　11月11日（土）午前10時～11時30分（午
前９時30分開場）

○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）２階
武道室

○内　容　腰痛の解消法と
予防のための実技講座

○対　象　18歳以上
○定　員　50人（先着順）
○受講料　500円
○持ち物　動きやすい服装、
タオル、バスタオル

○申込方法　11月10日（金）
までに電話または受講料を添えて担当へ

※現金の取り扱いは午後５時まで。電話予約の場合
は、申し込み後１週間以内に手続きを。なお、定員
に満たない場合は、当日も受け付けます。
担当 市民体育館

�046（255）0077 �046（255）1188

要介護高齢者介護手当
支給事業が変更に

◆◆　市民健康マラソン大会　◆◆

◆◆ 医師によるヘルスセミナー ◆◆

◆◆
「ＷＥ ＬＯＶＥ ZAMA！健康体操」で

運動習慣を身に付けませんか？　　
◆◆

◆◆　腰痛予防講座　◆◆
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地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
個

人
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の

税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
個
人

住
民
税
の
所
得
割
は
、
今
ま
で

三
段
階
（
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
三
パ
ー
セ

ン
ト
）
の
累
進
税
率
（
※
１
）

で
し
た
。
こ
れ
が
所
得
の
多
い

少
な
い
に
関
わ
ら
ず
一
律
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
（
個
人
市
民
税
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
個
人
県
民
税
四

パ
ー
セ
ン
ト
）
の
比
例
税
率

（
※
２
）
に
改
め
ら
れ
ま
す
（
グ

ラ
フ
１
参
照
）。
こ
の
個
人
住
民

税
の
所
得
割
を
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
比
例
税
率
に
改
め
た
こ
と

に
よ
る
増
額
分
は
、
所
得
税
を

現
在
の
四
段
階
か
ら
六
段
階
に

変
更
す
る
こ
と
で
調
整
さ
れ
ま

す
（
グ
ラ
フ
２
・
表
１
参
照
）。

た
だ
し
、
個
人
住
民
税
と
所

得
税
で
は
、
扶
養
控
除
や
配
偶

者
控
除
な
ど
の
人
的
控
除
額
に

差
が
あ
り
ま
す
（
表
２
参
照
）。

同
じ
収
入
金
額
で
も
、
個
人
住

民
税
の
課
税
所
得
（
※
３
）
は
、

所
得
税
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
個
人
住
民
税
の
税
率

を
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
た
場
合
、

所
得
税
の
税
率
を
引
き
下
げ
た

だ
け
で
は
、
税
負
担
が
増
え
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
対
し
て
は
、
納
税
者

の
税
負
担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
個
々
の
納
税
者
の
人
的
控
除

の
適
用
状
況
に
応
じ
て
、
個
人

住
民
税
を
減
額
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
納
税
者
の
負

担
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
（
表
３
参
照
）。

※
１﹇
累
進
税
率
﹈
所
得
が
高

く
な
る
に
つ
れ
て
、
高
い
税
率

が
適
用
さ
れ
て
い
く
仕
組
み

※
２﹇
比
例
税
率
﹈
所
得
の
多

い
少
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
税

率
が
一
律
で
課
税
す
る
仕
組
み

※
３﹇
課
税
所
得
﹈
給
与
や
事

業
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
、

必
要
経
費
、
基
礎
控
除
、
社
会

保
険
料
控
除
と
言
っ
た
諸
控
除

を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額

定
率
減
税
と
は
、
平
成
十
一

年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
厳

し
い
経
済
状
況
に
対
応
す
る
緊

急
避
難
的
な
特
例
措
置
と
し
て

導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
税
額
か

ら
一
定
の
額
を
控
除
す
る
措
置

で
す
。こ
の
定
率
減
税
の
額
は
、

十
七
年
度
分
ま
で
は
所
得
割
額

（
※
４
）
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

相
当
額
（
四
万
円
が
上
限
額
）

で
し
た
が
、
十
八
年
度
分
は
所

得
割
額
の
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

相
当
額
（
二
万
円
が
上
限
額
）

に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
十
九
年
度
は
、
経
済
状
況
の

改
善
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
定

率
減
税
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
表
４
参
照
）。

例
え
ば
、
所
得
割
額
が
十
万

円
の
場
合
、
十
七
年
度
分
に
つ

い
て
は
、
所
得
割
か
ら
控
除
さ

れ
る
金
額
は
一
万
五
千
円
（
十

万
円
×
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で

し
た
が
、
十
八
年
度
分
は
七
千

五
百
円
（
十
万
円
×
七
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
）
と
な
り
、
十
九
年

度
分
か
ら
は
〇
円
に
な
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
関

す
る
税
負
担
は
、
増
加
と
な
り

ま
す
。

※
４﹇
所
得
割
額
﹈
課
税
所
得

県は、水源環境の保全・再生に継続的に取り組むた
め、水を利用する県民の皆さんに広く負担をいただき
たく個人県民税の均等割と所得割に対する超過課税を
実施します。この超過課税は、個人県民税だけに適用
され、水源環境保全および再生のための事業のみに使
われる仕組みになっています。
○実施時期　平成19年４月１日から５年間（平成19年
度分～平成23年度分）

○税率　均等割・・・1,000円を1,300円に（300円上乗せ）
所得割・・・４％を4.025％に　（0.025％上乗せ）

○納税者一人当たりの平均負担額　　　年額　約950円

※年収額（収入は全て夫の給与所得とした）から夫婦子二人の世帯および単身の世帯それ
ぞれの諸控除を差し引いて所得金額を計算し、定率減税による影響を含めて、年額の負担
額を算定した。（　）内は月額。 
※夫婦子二人の世帯は、子どものうち一人の年齢が16歳～22歳（特定扶養親族）として試算
した。 

年収別の個人県民税負担額の状況（試算） 
（単位：円） 

年収額 

（万円） 

夫婦子二人の世帯 単身の世帯 

年　間 

負担額 

（Ａ＋Ｂ)

年　間 

負担額 

（C＋D)

新たな負担 新たな負担 

Ａ C

均等 

割分 

均等 

割分 

所得 

割分 

所得 

割分 

均等割 
・ 

所得割 

Ｂ　　 

均等割 
・ 

所得割 

D　　 

これまで 

の負担 

これまで 

の負担 

300 

500 

700 

1,000

4,900 

55,800 

119,400 

218,400

300 

300 

300 

300

0 

300 

700 

1,300

4,600 

55,200 

118,400 

216,800

 52,200 

106,100 

164,100 

263,100 

 

300 

300 

300 

300

300 

600 

1,000 

1,600

51,600 

105,200 

162,800 

261,200 

 

300 

（25） 

600 

（50） 

1,000 

（83） 

1,600 

（133） 

600 

（ 50） 

 900 

（ 75） 

1,300 

（108） 

1,900 

（158） 

【問い合わせ先】 大和県税事務所 �046（264）2811
県総務部税務課 �045（210）7490

担当 市民税課 �046（252）8007 �046（255）3550

に
税
率
を
掛
け
た
も
の

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
個
々

の
所
得
税
額
が
減
少
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

が
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

く
な
る
方
（
平
成
十
一
年
か
ら

十
八
年
ま
で
の
入
居
者
）
の
た

め
に
、
二
十
年
度
分
か
ら
二
十

八
年
度
分
に
限
り
、
申
請
に
よ

り
一
定
の
金
額
を
個
人
住
民
税

か
ら
減
額
す
る
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
す
。

地
震
災
害
に
対
す
る
自
助
努

力
に
よ
る
個
人
資
産
の
保
全
を

促
進
し
、
災
害
時
に
お
け
る
将

来
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
、
地
震
保
険
料
の
控
除
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
支
払
っ
た
地
震
保
険
料
の
二

分
の
一
の
額
で
二
万
五
千
円
ま

で
）。なお

、
こ
の
こ
と
に
よ
り
従

来
か
ら
あ
る
損
害
保
険
料
控
除

が
全
廃
さ
れ
ま
す
が
、
経
過
措

置
と
し
て
、
十
八
年
末
ま
で
に

結
ん
だ
長
期
の
損
害
保
険
契
約

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
度
以
降
分
か
ら
の
個
人
住
民
税
な
ど
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
個
人
住
民
税
の
税
率
改
正
、
こ
れ
に
伴
う
所
得
税
の
税
率
改
正

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
率
減
税
の
廃
止
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
、
地
震
保
険
料

控
除
の
創
設
も
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

市
民
税
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）８
０
０
７
　
�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

Ｑ　どのように変わりますか？
Ａ 今まで３段階（５％、10％、13％）の累進課税だった個人住民
税の所得割が、所得に関わらず一律10％（個人市民税６％、個人
県民税４％）の比例税率に変わります。

Ｑ　税負担は増えますか？
Ａ 個人住民税は増えますが、所得税の税率を変えることで税額を
減らして調整するため「個人住民税＋所得税」での負担は変わり
ません。しかし、定率減税の廃止や個人県民税の超過課税などに
より、税負担は増加します。

Ｑ　いつからですか？
Ａ 所得税と個人住民税の納付方法によって、実
施時期にズレがあります。例えば、サラリーマ
ンなど毎月の給料から税金を天引きされている
方は、所得税の減少は平成19年１月の給料から、
個人住民税の増加は平成19年６月の給料から、
それぞれ実施されますので、税負担の減少が先
行されます。
一方、事業者は、個人住民税の増加は平成19

年６月から、所得税の減少は平成20年３月の確定申告から実施さ
れますので、税負担の増加が先行されます。

グラフ１ 住民税の税率 

平成18年度分まで 平成18年度分まで 

0～ 200～ 700万円～ （課税所得） 

平成18年度分まで 平成19年度分から 

0～ 

３％ 

５％ 
８％ 

10％ 

６％（市民税） 

４％（県民税） 

10％ 

10％ 

13％ 

２％ ３％ 

グラフ２ 所得税の税率 

平成18年度分まで 平成18年分まで 平成18年度分まで 平成19年分から 

10％ 10％ 
５％ 

０～ ０～ 330～ 195～ 330～ 695～ 900～ 1800万円～（課税所得） 900～ 1800万円～ 

20％ 

33％ 
40％ 

23％ 
20％ 

30％ 
37％ 

4段階 6段階 

表３　所得税・住民税額の計算例 

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 
※住民税には、均等割4,000円（市民税3,000円、県民税1,000円）が含まれています。 
※税制改正前の所得税および住民税は、定率減税額を差し引く前の金額となっています。 

●独身者の場合 

給与収入 

200万円 

300万円 

500万円 

700万円 

64,000 

124,000 

258,000 

474,000

38,500 

68,500 

167,000 

311,000

102,500 

192,500 

425,000 

785,000

税制改正前（単位：円） 

所得税 住民税 計 

32,000 

62,000 

160,500 

376,500

70,500 

130,500 

264,500 

408,500

102,500 

192,500 

425,000 

785,000

０円 

０円 

０円 

０円 

税制改正後（単位：円） 

所得税 住民税 計 

負　担 

増減額 

＝ 

●夫婦と子供二人の場合　※子供のうち一人が特定扶養親族（16歳～22歳）に該当するものとしています。 

給与収入 

200万円 

300万円 

500万円 

700万円 

0 

0 

119,000 

263,000

非課税 

13,000 

80,000 

200,000

0 

13,000 

199,000 

463,000

税制改正前（単位：円） 

所得税 住民税 計 

0 

0 

59,500 

165,500

非課税 

13,000 

139,500 

297,500

0 

13,000 

199,000 

463,000

０円 

０円 

０円 

０円 

税制改正後（単位：円） 

所得税 住民税 計 

負　担 

増減額 
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市内の小・中学生が創意工夫して作った「ちょっと便利な物」を集めた「第31回座間市青少
年創意くふう展覧会」が、９月29日から10月１日まで、ハーモニーホール座間（市民文化会館）
ギャラリーで開催され、期間中、多くの観覧者が訪れました。
１日には応募作品279点から選ばれた優秀作品の作者に対し表彰式が実施され、小さな発明

家たちに教育長などから表彰状や記念品が手渡されました。なお、主な入賞者は下記のとおり
です。
【特別賞】
○市長賞　菊永拓海（立野台小学校３年）
○市教育長賞　渡邊力也（東原小学校６年）
○市議会議長賞　榑林碧（栗原小学校２年）
○市商工会長賞　上原連（座間小学校１年）
○座間工業会長賞　松本拓也（中原小学校４年）
○企業（日産自動車�座間事業所）賞 鈴木元（中原
小学校４年）

【優良賞】 岩下創（座間小学校３年）、高橋未玖（立
野台小学校２年）、上野遼（中原小学校２年）、奈良優
花（西中学校３年）、佐藤貴人（西中学校３年）
特別賞と優良賞の受賞作品は、11月17日（金）から19日（日）まで、横浜市の神奈川中小企

業センターで開催される第65回神奈川県青少年創意くふう展覧会に出品されます。県展覧会に
関するお問い合わせは、�発明協会神奈川県支部 �045（633）5055へ
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

市長賞を受賞した菊永くん

市勤労者サービスセンターは、中小企業で働く人たちの福
利厚生と事業所の発展援助を目的とした団体です。ホテルや
旅館の利用助成やボウリング大会やスキーツアーなど楽しい
催し、結婚や子どもの入学時の祝い金の給付など、さまざま
な事業で皆さんの生活を応援します。事業所単位でも個人単
位でも加入できますので、ぜひご入会ください。
【対　象】
○事業所での加入の場合＝市内に事業所がある中小企業の勤
労者と事業主
○個人での加入の場合＝市内の中小企業に勤務する勤労者と
事業主、または市内在住で市外の中小企業に勤務する勤労
者と事業主

【事業内容】
○福利厚生事業＝宿泊施設の利用助成、各種チケットあっせ
ん、バスツアーの開催
○人間ドックの費用一部助成事業
○給付事業＝結婚・出産・入学の祝い金、傷病・住宅災害の
見舞金、死亡弔慰金、永年勤続慰労金などの給付
○貸付あっせん事業
担当 市勤労者サービスセンター事務局（商工観光課内）

�046（252）7604 �046（255）3550
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個人県民税の超過課税が創設されました 個人県民税の超過課税が創設されました 

表４　　定率減税の動き 

平成17年度分 平成18年度分 平成19年度分以後 

所得割額の15％を控除 
（４万円を上限） 

所得割額の7.5％を控除 
（２万円を上限） 

廃　　止 

200万円以下の金額 

700万円以下の金額 

700万円超の金額 

700万円以下の金額 

700万円超の金額 

330万円以下の金額 

900万円以下の金額 

1,800万円以下の金額 

1,800万円超の金額 

195万円以下の金額 

330万円以下の金額 

695万円以下の金額 

900万円以下の金額 

1,800万円以下の金額 

1,800万円超の金額 

３％ 

８％ 

10％ 

２％ 

３％ 

10％ 

20％ 

30％ 

37％ 
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課税所得 標準税率 課税所得 標準税率 
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表１　税目および課税所得別の税率一覧 

表２　　所得税・住民税の人的控除額の差（例） 

    控除の種類 

基礎控除 

配偶者控除 

扶養控除 

特定扶養控除 

住民税控除額 

33万円 

33万円 

33万円 

45万円 

所得税控除額 

38万円 

38万円 

38万円 

63万円 

控除額の差 

５万円 

５万円 

５万円 

18万円 



広報ざま【座間市のお知らせ】No.770 平成18年（2006年）10月15日７

10
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 
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○と　き　10月25日（水）午前11時
～午後４時

○ところ　小田急線相武台前駅自由
通路

○内　容　賃金、労働時間、年休、
社会保険、税金などの相談

○相談料　無料
○参加方法　当日直接会場へ
担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

○と　き　10月16日（月）午前10時
～正午

○ところ　市役所５階第１会議室
○テーマ　葬儀～人生のフィナーレ
○定　員　50人（先着順）
○参加方法　当日直接会場へ
担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

精神障害者の福祉の増進と国民の
精神保健の向上を図ることを目的
に、精神保健福祉普及運動が実施さ
れます。市では、この運動に併せた
催しを次のとおり実施します。
○と　き　10月23日（月）～27日（金）
○ところ　市役所１階アトリウム
○内　容　精神障害にかかわる活動
をしている「精神ネットワークミ
ーティング・ざま」の参加団体紹
介や精神障害者の作品展示、精神
障害に関するパンフレットの配布

担当 障害福祉課
�046（252）7085 �046（252）7043

○と　き　10月28日～平成19年４月
28日毎週土曜日午前10時～正午
（12月23日、30日、３月３日、10
日を除く全23回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○対　象　初めて手話を習う市内在
住・在勤者で20回以上参加可能な
方

○参加費　3000円（テキスト代など）
○申込方法　往復はがきに住所、氏
名、電話番号を記入し、10月20日
（金）まで（必着）に〒228-8566
市役所障害福祉課あて郵送

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

【試験】
○と　き　平成19年２月14日（水）
午後１時30分～３時30分

○ところ　國學院大学たまプラーザ
キャンパス（横浜市青葉区）

○受験料　4,000円
【試験講習会】
○と　き　平成19年１月11日（木）

午後１時30分～３時30分
○ところ　関内ホール（横浜市中区）
○受講料　3,000円（テキスト代含む）
【更新講習会】
○と　き　平成19年１月24日（水）
午後１時30分～３時30分（県央地
区指定日）

○ところ　関内ホール（横浜市中区）
○受講料　4,000円（テキスト代含む）
【共通事項】
○申込書配布期間　11月１日（水）
～30日（木）

○申込方法　申込書に必要事項を記
入し、必要書類を添付の上、11月
13日（月）から30日（木）までに
市役所２階下水道課に持参

担当 下水道課
�046（252）8541 �046（252）8684

思春期の子どもの心の理解につい
ての講演会を開催します。
○と　き　11月14日（火）午前10時
～正午（午前９時30分～受け付け）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　落語家桂才賀さんによる
講演「親と子の心のボタンのかけ
ちがい」

○対　象　小・中学生の保護者およ
び関心のある方

○定　員　300人（先着順）
○保　育　あり（原則として２歳以
上。おやつ代100円）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　11月４日～25日毎週土曜
日午前10時～正午（全４回）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）、市民健康センター
○内　容　地域の外国人の生活を知
ることによって国際理解を深める

○対　象　高校生以上
○定　員　50人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　10月27日（金）までに
電話・ファクスで担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　11月９日（木）午後１時
30分～４時30分（午後１時15分～
受け付け）

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）ミーティングルーム

○内　容　応急手当の重要性、人工
呼吸法、心臓マッサージ、自動体
外式除細動器（AED）の使用法、
大出血時の止血法などを学ぶ

○定　員　20人
○持ち物　筆記用具
○申込方法　電話で担当へ
担当 消防管理課
�046（256）2211 �046（256）2215

◆手作り灯
あか

り展
○と　き　11月４日（土）午後６時
～

○ところ　県立座間谷戸山公園東口
広場周辺

○内　容　市民ふるさとまつり前夜
祭「薪

たきぎ

能」の会場入口周辺などに、
市公民館講座で子どもたちが作っ
た灯りや、同館サークル「百灯あ
かりの会」などの作品を展示する

○入　場　自由
◆大人のためのお話会
○と　き　10月31日（火）午前10時
～正午

○内　容　日本と世界のすばなし
○参加方法　当日直接同館へ

◆第５回北文おもちゃ病院
○と　き　11月11日（土）午前10時
～正午（午前11時30分まで受け付
け）

○内　容　壊れたおもちゃを修理す
る
※修理できない物もあります。
○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　20組（先着順）
○費　用　無料
※部品代などが掛かる場合あり。
○申込方法　当日直接同センターへ
◆子育てサロン「ぽっかぽっか」
○と　き　10月24日（火）午前10時
～正午

○内　容　乳幼児の保護者が親同士
でおしゃべりをしたり、子どもと
遊んだりする

○対　象　乳幼児と保護者
○申込方法　当日直接同センターへ
◆古典芸能講座「歌舞伎入門」
○と　き　11月７日～21日毎週火曜
日原則午後１時30分～３時30分
（全３回）
○ところ　同センター、国立劇場
○内　容　歌舞伎の楽しみ方、元禄
忠臣蔵の魅力、元禄忠臣蔵三部作
第二部・坂田藤十郎主演「南部坂
雪の別れ」鑑賞

○対　象　市内在住者
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料（同劇場入場料およ
び交通費は自己負担）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で同センターへ

◆秋の手芸教室「かぎ針でペットボ
トルカバーを作ろう」

○と　き　11月８日（水）午後１時
～４時

○内　容　ペットボトルカバーの作
り方を学ぶ

○定　員　25人（先着順）
○参加費　200円（材料代）
○持ち物　かぎ針（持っている方）
○保　育　あり（おやつ代100円）
○申込方法　直接・電話・ファクス
で同センターへ

◆あすなろ大学「大発表会」
○と　き　11月11日（土）、12日
（日）午前10時～午後３時
○内　容　同大学生による調べ学習
の成果（約50テーマ）を展示形式
で発表する

○申込方法　当日直接同センターへ

◆ジュニアサイエンスクラブ
～手作りレーシングカーで競争！
○と　き　11月25日（土）午後１時
～４時

○内　容　電池のいらないレーシン
グカーを作って競争する

○対　象　小学３年～６年生
○定　員　20人（多数抽選）
○参加費　1,500円（材料代）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　往復はがき１枚に参加
者一人の氏名、ふりがな、学校名、
学年、住所、電話番号を記入し
｢レーシングカー」参加希望と明
記して、11月10日（金）までに同
センターあて郵送

市街化区域内農地を計画的かつ永
続的に保全するための「生産緑地地
区」の変更案を作成しました。この
案について、都市計画法に基づき次
のとおり縦覧します。
○と　き　10月16日（月）～30日
（月）午前８時30分～午後５時
（土曜・日曜日を除く）
○ところ　市役所４階都市計画課
担当 都市計画課
�046（252）7376 �046（255）3550

平成19年４月に入学する児童の健
康診断を次のとおり実施します。該
当者には事前に通知していますが、
10月27日（金）までに通知が届かな
い場合は担当にご連絡ください。

○受付時間　午後１時30分～２時
○内　容　内科・歯科医師による診
察、各種検査ほか

○対　象　平成12年４月２日～平成
13年４月１日生まれの児童

○持ち物　健康診断通知書、上履き、

筆記用具
○服　装　簡単に着脱できる物
担当 学校教育課
�046（252）8739 �046（252）4311

１月１日～９月30日
（物件事故を含まず）

◆ファミリーサポート事業協力会員
○応募資格　健康な20歳以上の市内
在住者

○業務内容　生後３カ月の乳児から
小学３年生（障害児は小学６年生）
までの送迎や一時預かりなど

○活動時間　午前６時30分から午後
９時までの間で協力可能な時間

○報　酬　30分550円
○応募方法　担当に電話連絡の上、
本人が事務局へ

※11月に開催予定の講習会に参加し
ていただきます。
担当 ファミリーサポート事務局

（市社会福祉協議会内）
�046（266）2003 �046（266）2017

◇市社会福祉協議会へ
▽５万円＝株式会社赤原製作所▽書
籍＝入谷・山家恒▽２万443円＝神
奈川建設ユニオン座間地区協議会▽
もちつきの臼・きね、カラオケ機、
ワイヤレスアンプ、血圧計と架台＝
財団法人小田急電鉄事業団▽5475
円＝匿名▽20万円＝三蔵商事株式会
社▽２万円＝わかばダンスサークル
▽9077円＝相模健康センター募金箱
◇障害者スポーツ教室へ
▽バスケットボール、レクリエーシ
ョンバレーボールなどスポーツ用
品、遊具＝ひばり会
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽7649円＝ひばりが丘５丁目婦人会
▽30万円＝三蔵商事株式会社▽１万
円＝裏千家淡交会相模支部

○座間警察署が防犯のため大凧を作
成・掲示
座間警察署では、安全で安心して

暮らせる座間市を目指し、座間ライ
オンズクラブの協賛と市大凧保存会
の指導により大凧を作成し、署内玄
関ホールに掲示しました。現在の標
語は「みんなで築こう安全安心座間
のまち」です。防犯活動への皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
○相模野女声合唱団　演奏会
▽とき＝11月３日（金）午後２時開

演▽ところ＝杜のホールはしもと▽
曲目＝「○と△の歌」「翼」「思い出
すために」ほか▽入場料＝1000円
（全席自由）▽問い合わせ先＝�042
（756）7757（小沢）
○ヨコハマハンディテニス大会
▽とき＝11月25日（土）午前９時～
午後７時（雨天時は12月10日（日）
に順延）▽ところ＝横浜市三ツ沢公
園テニスコート▽内容＝障害者同士
または健常者とのダブルス（トーナ
メント方式）など▽対象＝精神・身
体障害者とそのパートナー（一人で
の参加可）▽定員＝60組▽参加費
用＝一人2000円▽申込方法＝10月23
日（月）までに電話で大会事務局�
044（755）9025（斎藤）へ
○座間国際親善スピーチ交流会
発表者募集
▽とき＝11月19日（日）午後１時～
▽ところ＝市民健康センター▽内
容＝外国語によるスピーチ発表（テ
ーマは自由で５分以内）▽募集人
数＝15人▽応募方法＝11月１日（水）
までに電話・ファクスで市国際交流
協会事務局��046（251）9000へ▽電
話受付時間＝月曜・水曜・金曜日の
午前９時～午後４時
○神奈川県民のスケート教室
▽とき＝11月26日、12月３日、10日、
17日、平成19年１月14日、21日、２月
18日、25日いずれも日曜日午後６時
10分～８時15分▽ところ＝神奈川ス
ケートリンク（横浜市神奈川区）▽参
加費用＝１回1500円、２回セット
2500円、親子セット（親子各１人）
2500円（入場・指導・保険料、貸し靴
代）▽対象＝４歳以上の方▽定員＝
各先着100人▽申込方法＝往復はが
きに参加者全員の住所、氏名、性別、
年齢、電話番号を記入し、11月20日
（月）までに〒224－0007横浜市都筑
区荏田南1-20-1-207県スケート連盟
普及部事務局あて郵送▽問い合わせ
先＝同事務局�045（941）7457（藤原）
○市体育協会事務員募集
▽募集人数＝１人▽応募資格＝健康
な30歳以上54歳以下の方▽業務内
容＝パソコンを使った一般事務▽勤
務期間＝12月１日～平成19年３月31
日▽勤務日時＝月曜から金曜日まで
のうち週３日間午前９時～午後４時
（変則勤務あり）▽賃金＝時給800円
程度▽選考方法＝書類・面接審査▽
応募方法＝市販の履歴書（写真添付）
に必要事項を記入し、11月８日（水）
までに本人が市役所５階スポーツ課
に持参▽問い合わせ先＝市体育協会
事務局（同課内）�046（252）8177
○ミステリーウオークラリー大会
▽とき＝11月３日（金）午前10時～
正午▽ところ＝芹沢公園周辺▽定
員＝先着50人▽参加費＝200円（保
険・資料代）▽申込方法＝電話で�
046（253）4722（佐藤）へ
○平成19年度県内私立幼稚園
新入園児募集
▽募集要項の配布＝10月15日（日）
以降各私立幼稚園で配布▽願書の受
け付け＝11月１日（水）以降（満３
歳に達した幼児は随時受け付け）▽
問い合わせ先＝各私立幼稚園または
県学事振興課�045（210）3768
○ヘルスギフト券をお持ちの方へ
県医薬品小売商業組合発行の商品

券（ヘルスギフト券）の発行保証金
からの還付申出を次のとおり受け付
けています▽受付期限＝10月23日
（月）まで▽申出方法＝所定の申請
書に必要事項を記入し押印して、ヘ
ルスギフト券と一緒に〒231-8412横

浜市中区北仲通5-57横浜第２合同庁
舎関東財務局横浜財務事務所理財課
に持参または郵送（郵送の場合は住
所および氏名を記入し、80円切手を
張った返信用封筒を同封）問い合わ
せ先＝同課�045（681）0933
○巣箱作り教室と巣箱かけ
▽とき＝①10月21日（土）午後１時
～４時②11月19日（日）午前10時～
正午▽ところ＝県立座間谷戸山公園
▽内容＝①シジュウカラの巣箱作り
②巣箱掛け▽対象＝小学生以上の親
子▽定員＝先着20組▽参加費＝無料
▽服装＝汚れてもよい服装▽申し込
み方法＝直接・電話で県立座間谷戸
山公園管理事務所�046（257）8388
○回収します！古い電話帳
NTT東日本では地球環境保護と

資源の有効活用のため、古い電話帳
のリサイクルを積極的に推進してい
ます。新しい電話帳を各家庭に10月
中に届けますので、その際古い電話
帳を配達員にお渡しください。不在
などでお渡しいただけない場合は、
改めて回収に伺いますので、ご連絡
ください▽連絡先＝タウンページセ
ンタ�0120（506）309
○家庭に生かすプロのわざ
～上手な家庭洗濯の仕方
▽とき＝10月24日（火）午後１時30
分～▽ところ＝サニープレイス座間
▽内容＝衣類を傷めない上手な洗濯
の仕方を学ぶ▽定員＝先着30人▽参
加費＝無料▽問い合わせ先＝市商工
会�046（251）1040（片野）
○独唱や合唱のための
ボイス・トレーニング講座
▽とき＝11月２日（木）～平成19年
10月毎月２回（第１・第３木曜日コ
ースと第２・第４木曜日コース）午
前10時～11時45分▽ところ＝青少年
センター▽内容＝基礎発声（姿勢、
呼吸法など）を楽しく学ぶ▽参加
費＝月額2500円（入会金1500円）▽
定員＝各15人▽申込方法＝電話でア
ンサンブル・ポストゥレ�046（255）
6465（佐藤）へ
○高座施設組合屋内温水プール休館
高座施設組合では、施設老朽化に

伴うサウナ室の改修などにより、プ
ールを次の日程で臨時休館します▽
休館期間＝11月６日（月）～21日
（火）▽問い合わせ先＝同組合企画
財政課�046（238）2094
○少年・少女野球体験
▽とき＝10月22日（日）午前９時30
分～▽ところ＝入谷小学校グラウン
ド▽内容＝ボールの投げ方・捕り
方・打ち方など野球の基本動作の指
導、記録会など▽対象＝野球に興味
のある園児・小学生▽参加費＝無料
▽問い合わせ先＝少年・少女野球ク
ラブ座間ブレーブス事務局�046
（252）4599（須谷）
○看護技術基礎研修
▽とき＝11月16日（木）午前10時～
午後４時▽ところ＝県ナースセンタ
ー（横浜市中区）▽内容＝リハビリ
テーション・ボディメカニクスにつ
いて学ぶ▽対象＝県内の医療機関に
就職を希望する未就業の看護職免許
所持者▽定員＝50人（多数抽選）▽
参加費＝2000円（資料代）▽申込方
法＝往復はがきに研修名（11月開催
基礎研修）、住所、氏名、年齢、電
話番号、看護職免許の種類、離職年
数を記入し、10月26日（木）まで
（必着）に〒231-0037横浜市中区富
士見町3-1県総合医療会館５階県ナ
ースセンターあて郵送▽問い合わせ
先＝同センター�045（263）2101

生産緑地地区の変更案縦覧

○元気になる空手道教室
▽とき＝毎週日曜日午後５時～７時
▽ところ＝相模が丘小学校体育館▽
対象＝５歳以上の方▽会費＝月額
2000円（入会金2000円）▽連絡先＝
�042（741）7444（山本）
○着物着付けサークルすみれ
▽内容＝和服を楽に着こなすことが
できるように着付けを学ぶ▽とき＝
毎月３回金曜日午前10時～正午▽と
ころ＝青少年センター２階和室▽会
費＝月額3000円▽連絡先＝�046
（252）0417（水無瀬）
○装いの会
▽内容＝着物の着付けとマナーを学
ぶ▽とき＝毎月第１・第３火曜日午
前10時～正午（予定）▽ところ＝ひ
ばりが丘コミュニティセンター▽会
費＝月額2500円（入会金1000円）▽
連絡先＝�046（255）7567（小林）
○ウイングス
▽内容＝アメリカ人講師による英会
話教室▽とき＝毎月第１・第３火曜
日午後７時30分～９時▽ところ＝市
公民館▽会費＝月額3000円（入会金
3000円）▽連絡先＝�046（254）9052
（葛西）▽電話受付時間＝午後９時
以降
○ティンカーベル
▽内容＝バドミントン▽とき＝毎週
火曜日午前９時～正午▽ところ＝日
産体育館▽対象＝20歳以上の女性▽
会費＝月額2000円▽連絡先＝�046
（253）2458（大野）
○カラオケ金曜会
▽カラオケで演歌の練習をする▽と
き＝毎月第２・第４金曜日午後７時～
９時▽ところ＝東地区文化センター▽
会費＝月額2500円▽連絡先＝�046
（255）7092（山中）
○ＡＢＣサークル
▽内容＝アメリカ人講師による英会
話の学習▽とき＝毎月２回水曜日午
前10時～正午▽ところ＝東地区文化
センター▽会費＝月額2000円（入会
金1000円）▽連絡先＝�046（255）
2918（遠藤）
○悠遊俳句会
▽内容＝俳句を楽しく学習し実作す
る▽とき＝毎月第１木曜日午後１時
～４時▽ところ＝サニープレイス座
間▽対象＝どなたでも（初心者歓迎）
▽会費＝月額500円▽連絡先＝�046
（253）7321（小河）
○ウクレレＺＡＭＡ
▽内容＝ウクレレ演奏をとおして歌
を楽しむ▽とき＝毎月第２・第４木
曜日午後７時～９時▽ところ＝東地
区文化センター▽対象＝どなたでも
（初心者歓迎）▽会費＝年額1000円
（ほかに毎回500円）▽連絡先＝�
046（254）5194（大久保）
○木彫りの会
▽内容＝鎌倉彫りを中心に木彫りを
初歩から学び、手鏡や盆などを作る
▽とき＝毎月第２・第４日曜日午前
９時30分～正午▽ところ＝市公民館
▽会費＝月額2000円▽連絡先＝�
046（255）6575（柳下）
○北文歩こう会
▽内容＝ウオーキングで県内の史跡
や名勝を訪ねる▽とき＝毎月第３水
曜日午前９時～午後３時▽対象＝ウ
オーキングに興味がある50歳以上の
方▽会費＝年額2000円▽連絡先＝�
042（743）1718（杉山）
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消防車 救急車 
パート・派遣労働相談会

平成19年４月入学児童の健康診断

消費生活講座

精神保健福祉普及運動

手話奉仕員養成入門講座

下水道排水設備工事責任技術者
試験および試験・更新講習会

家庭教育研究集会
聞こえてますか？子どもたちか
らの心のメッセージ

市民自主企画講座「21世紀の家
族デザイン」～身近な国際理解

普通救命講習会

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

　 学　校　名 　 実施日 

相武台東小学校 11月２日（木） 

栗原小学校 11月７日（火） 

相模野小学校 11月７日（火） 

立野台小学校 11月８日（水） 

ひばりが丘小学校 11月９日（木） 

東原小学校 11月16日（木） 

相模が丘小学校 11月24日（金） 

入谷小学校 11月28日（火） 

座間小学校 11月29日（水） 

旭小学校 11月29日（水） 

中原小学校 11月30日（木） 



市議会では、９月28日の第３回定例会において議長に小川成男氏、
副議長に池田徳晴氏を選出しました。両氏の略歴は次のとおりです。
担当 議会事務局　�046（252）8872 �046（252）8557
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ちゃん
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相武台 2 丁目
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梨桜
り お

ちゃん
H18. 3 .23生まれ　女
座間 2 丁目

平塚
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ちゃん
H18. 2 . 9 生まれ　女
東原 4 丁目

大橋
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ちゃん
H17. 9 . 2 生まれ　男
相模が丘 6 丁目
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ちゃん
H18. 2 .24生まれ　男
ひばりが丘 5 丁目

大橋
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ちゃん
H17. 9 . 9 生まれ　男
緑ケ丘 1 丁目

中川
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真希
ま き

ちゃん
H17. 9 .14生まれ　女
相模が丘 6 丁目

梨
たかなし

百
もも

恵
え

ちゃん
H18. 2 .28生まれ　女
相模が丘 5 丁目

高 

消火器は、もっとも身近な消火器具です。最近
では、従来からあるホースとレバーが付いた消火
器のほか、レバーのみのタイプのものやエアゾー
ル式の簡易消火用具など、どなたにでも簡単に扱
うことができるものが数多く開発されています。
「いざ」というときのため、皆さんのお住まいに
も消火器や簡易消火用具を備えておくことをお勧
めします。
また、住宅用消火器や簡易消火用具には、火災

の適応表示が図で示されていますので、皆さんのお住まいや生活に
適応したものを選びましょう。
なお、一般家庭には消火器を設置する法的義務はありません。悪

質な訪問販売などにはご注意ください。

消火器の機能を十分に発揮するためには、取
扱い方法を訓練しておくことが必要です。市防
火安全協会と市消防本部では、市民の皆さんに
消火器の操作技術を習得していただくために、
下記のとおり消火器取扱い訓練を実施します。
会場には「煙体験ハウス」を設置しますので、
煙の中での行動を実際に体験することもできま
す。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
○と　き　11月１日（水）午後１時30分～４時
※雨天の場合は、11月２日（木）に延期

○ところ　相模川スポーツ広場
○参加費　無料
○申込方法　10月23日（月）までに電話で担当へ
担当 消防本部予防課 �046（256）2213 �046（256）2215

地元農家が生産した新鮮な野菜や、市の特産品など
を販売する朝市を下記のとおり開催します。多くの皆
さんの来場をお待ちしています。
※朝市は、毎月第４日曜日に開催しています。
○と　き　10月22日（日）午前７時～８時
○ところ　市役所ふれあい広場（市役所とハーモニー
ホール座間の間）
※雨天の場合は、市役所１階アトリウムで開催します。

○販売物　地場産野菜、農産物加工品、肉、肉加工品、花き、市指定特産品
※レジ袋などの見直しを通して、ごみの減量化や資源化の意識を高めてもら
おうと、朝市会場では商品を持ち帰るための袋は配布しません。来場する際
は、必ず買い物袋をご持参ください。
担当 農政課 �046（252）7601 �046（255）3550

ご家庭に消火器を

消火器取扱い訓練を実施します

○メーターボックスの中をきれいにして
おく 

○メーターボックスの上に物を置かない 

○家屋の増改築や造園の際に、メーター
ボックスが室内・床下・車庫の中などに
ならないようにする 

○犬はメーターボックスから離れたとこ
ろにつないでおく 

水道メーターの検針は、２カ月に１回東部地区は偶数月の上旬に、西部地

区は奇数月の上旬に実施しています。検針結果は、各家庭のポストなどに投

函する「使用水量のお知らせ」で確認してください。漏水していると思われ

るときや登録が無いまま使用しているときは、その旨を記したメモを併せて

投函します。

また、次のことに注意し、メーターボックスはいつも検針しやすい状態に

しておいてください。

担当 水道業務課 �046（252）7480 �046（257）4155

水道メーターの検針にご協力を 水道メーターの検針にご協力を 

市 議 会 新 役 員 決 ま る！

市助役に中戸川達夫氏が就任
安川博貢前助役の任期満了に伴い、後任に10月

１日付けで前収入役の中戸川達夫氏が就任しまし
た。
中戸川氏は、昭和46年から34年間神奈川県に奉

職された後、平成17年４月から市収入役を務めて
いました。
なお、中戸川助役の任期は４年間です。

担当 秘書課　�046（252）7544 �046（255）3550

議長に小川氏、副議長に池田氏

▽市議２期目。
市議会副議長、
市民経済常任委
員会、建設水道
常任委員会の各
委員長などを歴
任。

▽市議３期目。
教育福祉常任委
員会、基地対策
特別委員会の各
委員長などを歴
任。

◆小川成男氏（70歳） ◆池田徳晴氏（57歳）


	061015_1
	061015_2
	061015_3
	061015_4_5
	061015_6_7
	061015_8

